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市民アドボケイトとして活動
子どもの人権が大切にされる社会をめざす子ども情報研究セ
ンターが1997年にカナダアドボカシー事務所所長招聘、カ
ナダをモデルに2003年より「子ども家庭相談室」開設

相談員として活動
施設訪問アドボケイト養成講座を受講
2017年6月より、事前訪問開始
2020年３月に子どもアドボカシーセンターOSAKA設立総
会、６月にNPO法人取得

アドボケイトとして、児童養護施設・障害児施設に訪問をし
て３年





🍂 アドボケイトがくるよ 🍂 

こんにちは！ 

一人
ひ と り

ひとり、お話
はなし

したい人
ひと

がいたら言
い

ってくださいね。 
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 です♪
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く

る人
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中高生・小学生との出会い

1.ユニット全員にアドボケイトの紹介（寸劇）

2.委員会の募集

3.委員になってくれた子どもからアドバイス

4.学年やグループごとにスペシャルルーム

5.個別面談スタート

6.自立支援計画表の作成とその後



アドボケイトは、

どんなことに注目して聴くのか

気持ち・思いや願い

☆ 施設での暮らしについて
☆☆ 気持ちについて
☆☆☆ 家族について
☆☆☆☆ 子ども自身のことについて



同意書の作成

子どもは自分の意志で

アドボケイトを指名

アドボケイト利用
り よ う

同意書
どういしょ

 

 

自立
じ り つ

支援
し え ん

計画
けいかく

票
ひょう

をつくるためにアドボケイトを利用
り よ う

します 

   年  月  日 なまえ                 

あなた用
よう

とアドボケイト用
よう

の２枚
まい

にサインしてね。 

 

●自立
じりつ

支援
しえん

計 画 票
けいかくひょう

ってね、あなたが学園
がくえん

で生活
せいかつ

する基本
きほん

になるものなんだよ！  

いつもは、学園
がくえん

で生活
せいかつ

するみんなの分
ぶん

を先生
せんせい

たちが 考
かんが

えて作
つく

ってくれている

よ。だけど今回
こんかい

は、アドボケイトがあなたから聞
き

かせてもらった話
はなし

やその意向
い こ う

を付
つ

け加
くわ

えて計画
けいかく

を作
つく

ってもらうよ！ 

●1回目
か い め

・・・自立
じ り つ

支援
し え ん

計画票
けいかくひょう

について説明
せつめい

するよ。わからないことは聞
き

いてね 

 2回目
か い め

・・・       さんの気持
き も

ちとか考え
か ん が

をいろいろ聞
き

かせてね 

 3回目
か い め

・・・アドボケイトに話
はな

してもらったことを基
もと

に一緒
いっしょ

に下書
し た が

きを作
つく

るよ！ 

 4回目・・・学園
がくえん

の先生
せんせい

に自立
じ り つ

支援
し え ん

計画票
けいかくひょう

の下書
し た が

きと気持
き も

ちを伝
つた

えるよ！ 

 5回目・・・出来上
で き あ

がった自立
じ り つ

支援
し え ん

計画票
けいかくひょう

を見
み

せてもらい、気持
き も

ちが伝
つた

わっている

かどうか確認
かくにん

するよ！ 

●        さんが話
はな

したことの中
なか

から伝
つた

えてほしいことだけを先生
せんせい

へ伝
つた

えるね。 

（例外
れいがい

）あなたの命
いのち

にかかわることや誰
だれ

かが危険
き け ん

な場合
ば あ い

には、大切
たいせつ

なあなたを守
まも

るために先生
せんせい

へ

伝
つた

えることがあるかもしれないよ。そのときは、出来
で き

るだけあなたへ伝
つた

えてからにするね。 

●アドボケイトの会議
か い ぎ

で話
はな

し合
あ

うことと、研究
けんきゅう

の発表
はっぴょう

に使
つか

わせてもらうことがあります。(もち

ろん秘密
ひ み つ

は守
まも

り、誰
だれ

のことかがわからないようにします！ 

 

★☆★担当
たんとう

の            です！よろしくね(*^_^*)★☆★ 



アドボケイトに
いろんな気持ちを
聞かせてね！



 

きょうだい 親
おや

とか 

先生
せんせい

 ペット 

お友達
ともだち

 部活
ぶ か つ

 

授業
じゅぎょう

参観
さんかん

 せんぱい 

テレビ ゲーム 

 



Aさん：やさしく言ってほしい
どんな風に伝えてほしい？ 叱るときに声のボリュームを小さく、テンポ
は遅めに、優しいトーンでこえかけしてほしい。
①洗濯物が出ていないとき「出しやー！もう、ほんまにあかんな～！」

➡「出しや⤴」優しい口調で言ってほしい。
②「今は無理！」 ➡「ちょっと待って。」
③「うるさい！」「静かにして！」

➡「ちょっと静かにしようか⤴」優しい口調で言ってもらいたい。
④「廊下走らんとって！」➡「ちょっと静かにしようか⤴」
⑤「それやめて！」 ➡「やめた方がいいよ。」

職員にこのフレームチェンジを渡しました。職員会議でもフレームチェンジが配布されました。職員も子ども

の声に寄り添いたいという努力のおかげで、言葉遣いを変えました。後日Aさんに話を聴くと、職員の対応は良く
なったと語りました。

出典『施設訪問アドボカシー～児童養護施設・障害児施設・障害者施設におけるアクションリサーチ報告書』2020年



障害児施設

市民アドボケイトは、月2回～4回
2人～3人で施設を訪問して2時間
程度活動

今度、いつくる？
なんじに帰るの？
○○さんは？
ハルカスから
きた？

なにもってきた？



出会いの場
 プレイルーム





訪問活動の内容

・あそぶ 話す 出かける など

子どもの声をきく

受けとめた声 → 意見形成支援 → 伝える



子どもと出会い、知り合う

アドボケイトの役割を知ってもらう

あそびなどを通して、気持ちやその表現を知る

・あそびなどを通して共感し、子どもの気持ちや問題を理解する

個別に時間や場所を確保して、子どもの声を聴き、いっしょになに
ができるか考える。 → 外出

アドボケイトとして訪問して



子どもの声→伝える
視覚障害の子ども（中2）

2017年６月に出会う

楽しいおしゃべり

外出
2018年

「こっちにすわって」 落ち着かない様子

プレイルームにいるときの不安をきく

なんとかしたい → システム検討会へ

その後の対応と子どもの気持ち



アドボケイトとして
・子どもの声を聴く（ひとりひとりにあった方法で）

・子どもの意見表明を受けとめる

・意見形成支援（子ども主導）

・必要に応じて、施設の職員に子どもの気持ちを伝えたり、子

どもの悩みが解決したり願いが実現したりするように、代弁、

手助けをする。

・個別支援計画へのかかわり



これから

子どもの生き方にかかわること

子どもの声を聴く社会の実現

活動の必要性と継続・広がり


